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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
社
会
福
祉

協
議
会
（
社
協
）
の
活
動
に
格
別

な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
っ
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
、
社
協

は
す
べ
て
の
都
道
府
県
・
市
町
村

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
民
生
児

　
「
更
生
保
護
」
と
は
、

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人

が
罪
を
償
い
、
地
域
社

会
で
立
ち
直
る
こ
と
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め

の
国
の
事
業
で
す
。
こ
の

事
業
が
十
分
な
効
果
を

上
げ
る
た
め
に
は
、
立

ち
直
ろ
う
と
す
る
本
人

の
強
い
意
志
や
関
係
機

関
の
働
き
か
け
の
み
な

ら
ず
、
地
域
社
会
の
理

解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

更
生
保
護
女
性
会
は
、

こ
の
更
生
保
護
事
業
に

進
ん
で
協
力
し
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
実
現
し
よ
う
と

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
す
。

　

飯
山
市
更
生
保
護
女

性
会
は
今
年
で
40
年
を

迎
え
、
歴
代
の
会
長
を

迎
え
て
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
現
在
の
会
員

は
２
１
１
名
で
、
次
の
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

本年もどうぞよろしくお願いします

童
委
員
、
社
会
福
祉
関
係
機
関
、

そ
し
て
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご

参
加
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
活

動
し
て
お
り
、
制
度
的
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
制
度
や

市
場
原
理
で
は
満
た
さ
れ
な
い
福

祉
需
要
に
も
応
え
よ
う
と
努
め
て

い
ま
す
。

　

わ
が
国
の
高
齢
化
率
（
総
人

口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
人
の
割

合
）
は
25
㌫
を
超
え
ま
し
た
。
長

野
県
の
高
齢
化
率
は
30
㌫
に
迫

り
、
飯
山
市
で
は
34
㌫
を
超
え
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
一
人
の
女
性
が

一
生
の
間
に
産
む
子
ど
も
の
平
均

数
を
示
す
「
合
計
特
殊
出
生
率
」

は
こ
こ
数
年
１
・
4
人
程
度
で
推

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

　

更
生
保
護
女
性
会
の
活
動
に

賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
女
性
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
会
員
に

な
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
あ
た
た
か

い
心
を
地
域
づ
く
り
に
役
立
て

て
み
ま
せ
ん
か
。
一
緒
に
活
動
し

て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
（
☎ 

�
２
８
４
０
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

見
守
り
と
う
ど
衆

引
継
ぎ
の
お
願
い

～
犯
罪
・
非
行
を
防
止
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
明
る
い
社
会
づ
く
り
～

飯
山
市
更
生
保
護
女
性
会
の
活
動
か
ら

○高齢者への活動
　　オレオレ詐欺にあわないための啓発活動
　　　（寸劇、年金支給日の金融機関前でのチラシ配り）
○青少年への活動
　　社会を明るくする運動への参加、午後 4 時以降の街頭指導へ参加、小・中学生の登下校の見守り
○ボランティア活動
　・ボランティア交流集会・障がい者とのバスハイクへ参加
　・各地区ごとの活動
　　　施設への支援（飯山学園、常岩の里ながみね、北部子育て支援センター他）
　　　子育てサロンの開催
○研修活動
　　刑務所への視察研修、県更生保護女性の集いへ参加

　

12
月
14
日
、
城
北
中
学
校
の
皆

さ
ん
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
き
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
は
、
土
の
う
袋
約
80
袋

分
に
も
お
よ
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
18
日
、
飯
山
養

護
学
校
高
等
部
の
皆
さ
ん
か
ら
も

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
約
3
万
個

と
プ
ル
タ
ブ
を
1
箱
分
寄
附
し
て

い
た
だ
き
き
ま
し
た
。
生
徒
会
が

呼
び
か
け
を
行
い
、
全
校
生
徒
で

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
た

こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
は
、
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
会
を
通
じ
て

再
資
源
化
さ
れ
、
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
原
材
料
と
な
り
ま
す
。
再
生

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
さ
ま
ざ
ま
な
製

品
の
原
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

で
、
新
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
原
料
と

し
て
使
用
し
た
と
き
と
比
べ
て
二
酸

化
炭
素
の
発
生
量
を
大
幅
に
少
な

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
者
で
換
金
し
た
と
き

の
売
り
上
げ
は
、
ワ
ク
チ
ン
支
援
、

震
災
義
援
金
、
障
害
者
支
援
、
環

境
整
備
等
の
費
用
と
し
て
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

　

寄
附
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

常盤地区更生保護女性会による活動
常岩の里ながみねでの野沢菜洗い

防犯活動
飯山駅でオレオレ詐欺防止のチラシ配り

移
し
て
お
り
、
少
子
化
も
進
行

し
て
い
ま
す
。
働
く
世
代
が
お
年

寄
り
を
支
え
て
い
く
、
と
い
う
旧

来
の
枠
組
み
は
維
持
す
る
こ
と
が

困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
ん

な
少
子
高
齢
化
の
現
代
に
お
い
て

地
域
社
会
を
維
持
し
て
い
く
キ
ー

ワ
ー
ド
は
福
祉
で
あ
る
と
考
え
た

と
き
、
社
協
が
果
た
し
て
い
く
べ

き
責
務
の
大
き
さ
に
、
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
は
住
民

の
支
え
合
い
に
か
か
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
16
年

の
中
越
地
震
、
19
年
の
中
越
沖

地
震
、
23
年
の
長
野
県
北
部
地

震
、
そ
し
て
26
年
の
神
城
断
層
地

震
と
、
近
年
は
長
野
県
周
辺
を
大

き
な
地
震
が
繰
り
返
し
襲
っ
て
き

て
お
り
、
豪
雪
や
土
砂
崩
れ
な
ど

の
災
害
も
あ
り
ま
し
た
。
災
害
時

に
は
、
自
ら
を
助
け
る
「
自
助
」、

住
民
が
共
に
助
け
合
う
「
共
助
」、

公
の
機
関
に
よ
る
助
け
の「
公
助
」

の
三
つ
が
有
効
に
機
能
し
あ
う
こ

と
が
重
要
で
す
が
、
少
子
高
齢
化

社
会
で
特
に
重
要
な
の
は「
共
助
」

に
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

精
神
を
さ
ら
に
進
め
た
も
の
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
住
民
が

支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
も
社

協
の
重
要
な
任
務
で
す
が
、
当
協

議
会
が
２
月
に
主
催
す
る
「
雪
掘

り
と
う
ど
塾
」
は
そ
ん
な
事
業
の

一つ
で
す
。

　

ま
た
、
一
般
福
祉
事
業
と
並
ぶ

社
協
の
事
業
の
大
き
な
柱
が
介
護

保
険
事
業
で
す
。
介
護
や
支
援
が

必
要
に
な
っ
た
人
の
日
常
生
活
を

支
え
る
と
も
に
、
ご
家
族
の
介
護

負
担
も
軽
減
で
き
る
よ
う
、
一
生

懸
命
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
地
域
福
祉
の
推
進

の
た
め
、
今
年
も
全
力
で
事
業
に

取
り
組
む
決
意
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
だ
れ
も

が
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
住
民
同
士
の
支
え
あ
い
の
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
14
年
か
ら
隣
組
長
さ
ん
に
は

「
見
守
り
と
う
ど
衆
」
と
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

飯
山
市
か
ら
の
広
報
な
ど
の
配

布
の
際
や
、
日
常
的
な
関
わ
り
の

中
で
、
何
か
心
配
な
ケ
ー
ス
が
見

ら
れ
た
場
合
は
、
区
長
・
民
生
委

員
を
通
じ
て
、
飯
山
市
ま
た
は
社

会
福
祉
協
議
会
へ
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、「
見
守
り
と
う

ど
衆
の
家
」
の
表
札
を
掲
げ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ 

ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た飯山養護学校の生徒の皆さんにペットボトルキャップの車への積み込みを手伝ってもらいました。

社
会
福
祉
法
人
飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

岸
田　

勉



施設名等 ご 芳 名 内 容 等

湯の入荘

岡田 敬幸 様 コンサート
大崎 森雄 様 アコーディオン演奏
宮川 裕子 様 介護予防の実践について
瑞穂老人クラブの皆さん 冬囲い作業
大月 様 リハビリ教室
小林 収髙 様 金のなる木盆栽展示
飯山市立東小学校
1・2 年生の皆さん 交流会

飯山警察署交通課 様 交通安全講話

飯山警察署 様 渡りジョーズ君・
自転車シミュレーション

飯山小学校 3 年生の皆さん 交流会
前沢 政宏 様 音楽会
大平 むつえ 様 パッチワーク展示

常岩の里
ながみね

上松 潤 様
飾り花ｻｰｸﾙﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
合唱指導ボランティア

竹松 恵里 様 合唱指導ボランティア
小池 茂次郎 様 環境整備ボランティア
前沢 政宏 様 ハーモニカボランティア

飯山学園

ピーター・クリフト 様 ボランティア
（子どもたちとの交流）メアリー・クリフト 様

ナルク飯山 様 隔週火曜日・日中保育
飯山地区更生保護女性会 様 隔週火曜日・日中保育
シニア大学 様 子どもたちとの交流
クロワッサンの会 様 パン・大福作り
勝徳院 様 顧問

泉台児童ｸﾗﾌﾞ ブックタイムもく 様 読み語り
「おはなし おはなし こんにちは」
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平成 27 年 11 月 21 日～平成 27 年 12 月 20 日分

　 

お知らせと募集
この欄に関するお問い合せ・お申し込みは、☎ 62-2840 まで

平成 27 年 11 月 21 日～平成 27 年 12 月 20 日分平成 27 年 11 月 21 日～平成 27 年 12 月 20 日分ご寄附・ご訪問
いつもありがとうございます

ご　寄　附
ご 芳 名 物　 品・ 金　 額 備 考
牧野 キヨノ 様 くず入 ご寄附 善意銀行
小沼保養会 様 一円玉（2,714 円） ご寄附

湯の入荘
匿名 様 台布巾 ご寄附
匿名 様 一円玉（3,516 円） ご寄附
松澤 たき 様 一円玉（407 円） ご寄附
増山 良憲 様 10,650 円 ご寄附
シニア大学
影奉仕の皆さん

（5 名）
カット綿・ゴミ袋 ご寄附 デイサービス

ゆきつばき
佐々木 やえ子 様 手作り座布団 ご寄附 デイサービス瑞穂

ご　訪　問
施 設 名 等 ご 芳 名 内 容 等
デイサービス
常盤 常盤保育園 様 ダンス、歌、交流

デイサービス
外様

サウンドユートピア 様 歌（フォークソング）
飯山ハーモニカクラブ 前沢 様 歌・ハーモニカ
語りべの会 様 歌
踊りの会 様 踊り
佐藤 様 ご夫妻 ハーモニカ

デイサービス
瑞穂

飯山傾聴の会 斉藤 様 話し相手
飯山ハーモニカクラブ 前沢 様 ハーモニカ演奏
湯の入り仲良しクラブの皆さん

（6 名） 踊り

おたまじゃくしの会の皆さん（7 名）オカリナ演奏
デイサービス
ゆきつばき シニア大学影奉仕の皆さん（5名）交流

北部子育て
支援センター

髙橋 みつ枝 様
託児ボランティア

大日向 はつ江 様

木島児童館 NPO 長野児童英語を考える会
伊東 裕見子 様 英語カード遊び

今月 の歌

　 

この欄に関するお問い合せ・お申し込みは、☎ 62-2840 まで

　 
知

飯山市社会福祉協議会では、下記のとおり相談事業を行っています。

総合相談 ふれあい相談
2月２2 日（月）
9：00 ～ 15：00

毎週水曜日
9：00 ～ 12：00

午後は、弁護士による無料相談があります 飯山市福祉センター ( 本町 ) へお越しください

要予約

・
手
作
り
の 
お
や
つ
で
賑
わ
う 

忘
年
会

飯
山 

石
沢 

タ
ツ
エ

・
紅
き
色 

色
あ
せ
散
り
し 
紅も
み
じ葉
か
な

・
通
い
た
る 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の 
優
し
さ
よ

・
若
き
頃 

子
ど
も
背
負
い
し 
え
び
す
講

・
孫
帰
り 

笑
顔
楽
し
や
お
歳
取
り飯山 

服
部 
リ
エ
子

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

今
日
も
至
福
の 

日
記
閉
じ

・
ふ
り
向
け
ば 

照
る
日
く
も
る
日 

幾
山
河

・
今
日
も
無
事 

仕
舞
風
呂
か
ら 

唄
が
も
れ

常
盤 

小
野 

し
ま

・
着
ぶ
く
れ
て 

笑
顔
で
お
早
う 

雪
の
朝

・
初
雪
に 

山
眺
め
て 

セ
ン
タ
ー
行
き

・
幸
せ
を 

来
年
も
と
祈
る 

年
の
瀬
に

・
初
雪
に 

山
一
面
に 

雪
の
花

外
様 

伊
東 

は
る
子

・
峠
道 

紅
白
の
萩 

群
れ
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飯山市社会福祉協議会　パート職員を募集しています募

　　♬ 湯の入荘 ♬
♪ 平成 27 年度 第 2 回カラオケ大会 ♪

　

　　♬ 湯の入荘 ♬　　♬ 湯の入荘 ♬募

　湯の入荘の恒例行事となりましたカラオケ大会、今年も開催が決まりました♪
　カラオケの大好きな 60 歳以上の方の参加をお待ちしています♪
　上手、下手は別にして湯の入荘のステージで熱唱してみませんか？

受付開始 2 月 1 日㈪　午前 9：00 から
参加募集人数 35 組（先着順。定員になり次第締め切らせていただきます。）

♫カラオケ大会日程♫
日　　時 2 月 27 日㈯
  参加者受付　9：00
  　9：30 開始～ 14：00 終了予定
場　　所 湯の入荘大広間
参 加 費 500 円（入館協力費、音響技術費）

♬出場申込み♬
　湯の入荘窓口で配布する参加申込書
に必要事項を記入し、湯の入荘窓口ま
でご提出ください。

♪お問い合わせ（湯の入荘）♪
　☎　65-3312　/　FAX　65-4537

　皆さまの投稿をお待ちしています。
　〒 389-2253　飯山市大字飯山 1211-1
　　　（福）飯山市社会福祉協議会　「今月の歌」係 宛
　※ 2 月号掲載締切　2 月 4 日㈭必着　締切日以降に投稿された歌は 3 月号に掲載いたします。

【募 集 職 種】 児童館・児童クラブ職員
【任 用 期 間】 平成 28 年 4 月 1 日 ～ 平成 29 年 3 月 31 日
【募 集 人 数】 若干名
【勤 務 地】 上町児童センター、城山児童館、戸狩児童センター、木島児童館、
  泉台児童クラブ、秋津児童クラブ、瑞穂児童クラブのいずれか

【応 募 資 格】 子どもの健全育成に関わってみたい方
【試 験 日】 2 月 24 日㈬　午前 10：00 から
【試 験 内 容】 面接試験
【応 募 方 法】 写真添付の自筆履歴書とハローワーク飯山発行の紹介状を飯山市
  社会福祉協議会に提出してください。

【応 募 締 切】 2 月 19 日㈮　必着
【お問い合わせ】 社会福祉法人　飯山市社会福祉協議会
  〒 389-2253　飯山市大字飯山 1211-1
  ☎　62-2840　/　FAX　62-2904


